令和７年度（2025年度）熊本市立諸学校及び幼稚園　　　　　　　　　　　　　大型備品等廃棄物収集運搬業務　委託仕様書

１　目的

熊本市立諸学校及び幼稚園から排出される大型備品等廃棄物（以下「廃棄物」という。）を関係法令に基づき適正に処理することにより、学校の円滑なる経営に寄与することを目的とする。
２　業務内容

熊本市立諸学校及び幼稚園から排出される廃棄物を、定められた期間内に適正な車両により収集運搬し、処理区分に応じて各処理施設、家電リサイクル法に基づく中間処理業者に搬入する。

３　廃棄物の品目
別紙のとおり
４　排出量見込み
約７７トン

５　履行期間

　　契約日から令和8年（2026年）3月31日(火)
６　廃棄物の処理方法は、次のとおりとする。

(1)　「一般廃棄物」については、熊本市の環境工場へ搬入すること（処理手数料は受託者負担）。 
(2)　「家電リサイクル法対象品目」については、家電リサイクル法に基づく指定引取場所に搬入すること

（家電リサイクル券は受託者負担）。

(3)　「その他産業廃棄物」については、中間処理施設に搬入すること（処理手数料は熊本市負担。別途契約）。

７　収集品目及び収集対象校
収集品目及び収集対象校は、別紙２、別紙３及び別紙４のとおりとする。

８　産業廃棄物の情報
　　委託者から排出される産業廃棄物の情報は、以下のとおり。
　（産業廃棄物の発生工程）
　　委託者の事業場において発生した産業廃棄物（別紙1「品目一覧」のとおり）
　（産業廃棄物の性状及び荷姿）
　　成形品とするが、一部破砕されたものの混入も想定される。
　（腐敗、揮発等性状の変化に関する事項）
　　なし
　（混合等により生ずる支障）
　　なし
　（その他取扱いの注意事項）
　　なし

９　収集期間及び時間

(1)　収集期間は、契約日から令和8年3月31日(火)までとする（日程調整を要する学校有り。土曜日、日曜日、祝日及び休業日を除く。）。
(2)　収集時間は、原則として午前8時30分から午後5時までとする。

10　収集方法

受託者は、あらかじめ学校と打ち合わせを行うとともに、収集の際は、必ず各学校の指示に従い、児童、生徒等の危険防止及び施設の保護に努めなければならない。

また、サッカーゴール等の解体作業に機器を使用する場合は、安全対策等の措置を十分に講じなければならない。

11　収集計画

受託者は、業務日程及び収集順序の計画をあらかじめ熊本市に提出しなければならない。

12　業務完了後の提出書類

(1)　搬入日ごとに「収集運搬業務日報（様式１）」を作成し、業務完了後熊本市に提出すること。
(2)　マニフェスト伝票により処分施設等を明らかにし、業務完了後熊本市に提出すること。
(3)　家電リサイクル法関連品目については、処理終了後、家電リサイクル券を熊本市へ提出すること。
13　特記事項

(1)　排出される廃棄物は、基本的に学校が各学校の運動場等に集積するが、学校が運動場等まで運搬できないものについては、学校が別に保管する場所において収集すること。

(2)　収集運搬に必要となる廃棄物の解体等の作業（建設工事に係るものを除く。）については、受託者の責任において行うこと。

14　必要経費の負担

受託者は、その責任において行う業務に必要な一切の経費を負担すること。
15　損害賠償

(1)　委託業務に伴い生じた損害は、理由の如何を問わず、全て受託者の負担により賠償すること。
(2)　業務遂行中に交通事故を起こした場合は、速やかに熊本市に報告するとともに損害賠償責任その他一切の責を負ってその処理にあたること。

16　その他

業務の過程で障害又は疑義が生じた場合は、速やかに熊本市に連絡すること。

